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国 語

１ 学習指導と評価の改善・充実

～平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の分析結果と指導上の改善点～

(1) 調査の概要

ア 高等学校「国語総合」について、全国の高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）

の第３学年約２９，８００人を対象に実施した。

イ 全４７問中、１０問が平成１４年度調査と同一問題であった。

(2) 調査結果の概要

ア 調査結果の特色

(ｱ) 通過率が設定通過率を上回る又は同程度と考えられる問題数は、全４７問中３５

問であった。また、下回ると考えられる問題数は、１２問であり、そのうち９問が

古典に関する問題であった。

(ｲ) 求答式・記述式問題において無解答率が１５％を超えた問題の割合が、前回調査

より増加した。

イ 調査結果のポイント

・話の内容を的確に聞き取ることなど、指導の成果が上がってきているといえる。

・相手や目的に応じた、効果的な表現を考えて書くことなど、指導の成果が上がってき

ているといえるが、手紙文の構成について理解し、適切な用語を使うという基礎・基

本となる知識・技能については課題がみられた。

・近代以降の文章について、文章の内容を叙述に即して的確に読み取る力はおおむね身

に付いている。

・古典について、文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、人物の心情を表現に

即して読み味わったりすることなど、読む能力に課題がみられた。

・文語のきまりや訓読のきまりなど、古典を読むための基礎的・基本的な知識・技能に

ついて課題がみられた。

・漢字の読み、書き、目的や場に応じた話し方や言葉遣い、文章の組立てなどの知識・

技能については、おおむね身に付いている。

・国語の成り立ちや特質、言語の役割など、語彙に関する知識・技能が十分身に付いて

いない。

・「国語の勉強は大切だ」において肯定的な回答をした生徒に比べ、「国語の勉強が好き

だ」において肯定的な回答をした生徒の割合が低いという、前回調査と同様の傾向が

みられた。

・「人前でスピーチや説明をすること」や「文学的な文書を読むこと」などにおいて、教

師は「生徒は興味を持ちやすい」と回答している割合が多いのに対して、生徒は「嫌

いだった」と回答する割合が多く、意識差がみられた。

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言語事項

質問紙調査
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(3) 調査結果を踏まえた指導上の改善点

各学校においては、次に示す「平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の結果を

踏まえた指導上の改善点」や１６ページ以降に示した具体的な指導例を参考にするなど

して、各学校の実態に即し、指導の工夫・改善を図ることが重要である。

平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の結果を踏まえた指導上の改善点

○ 国語を学ぶ意義を明確にする

国語を学ぶ意義を明確にし、自ら進んで学ぶ態度や姿勢を育成する。

・分かる授業、自ら気付く授業、成長の実感が得られる授業、実生活に役立つと思える授業等を通

して、生徒に学ぶ喜びや有用感を体験させる。

○ 伝え合う力を身に付けさせる

伝え合う力を広げ深めることで、考える力・社会性の涵養を目指す。

・グループ学習や生徒による相互評価など、深い人間的交流を促すような学習形態の工夫を通して、

互いの立場や考えを尊重して言葉で伝え合う力の育成を図る。

・「読むこと」の学習において、様々なテキストを比べて読み、意見を交わし合うことを通して伝

え合う力を広げ深めることで、考える力や社会性の涵養を目指す。

○ 根拠や証拠を踏まえた論理的表現力を育成する

根拠や証拠をテキストや資料から読み取って検討し（論理的思考）、自身の考えを筋道立

てて相手に分かりやすく表現する力（論理的表現力）を育成する。

・論理的思考力や論理的表現力の育成を図るため、学習指導で扱うテーマの設定においても、議論

が分かれる「脳死」の問題をはじめとした人の死や生に直接関係するものなど、生徒が関心をも

って考えることのできる時事的な話題を積極的に取り上げる。

○ 古典の大切さを認識させる

古典の現代的な価値を理解させ、古典に親しむ態度と能力を育成し、日本人としてのも

のの見方、感じ方、考え方を広げ、深めさせる授業を実践する。

・敬語に代表される豊かな待遇表現、和文における五七調・七五調や漢文訓読体が生み出すリズム

感、副詞の呼応や疑問・反語表現、和語と漢語が作り出す多彩な語彙など、現代日本語に深く根

付いている古典を生徒に理解させることで、古典に親しむ態度と能力の育成を図る。

・日本語の語種や漢字の訓読み、旧暦や節句、旧国名など、身近に生きている古典的な事柄を通し

て古典の現代的な価値を示し、古典が日本文化の土台にあることを実感させる。

○ 基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けさせる

基礎的・基本的な知識・技能（実生活で必要とされる、要約・紹介・説明・記録・報告

・対話や討論などの言語活動ができることなどを含む）を確実に身に付けさせるための指

導を工夫し、理解力や表現力の基盤を確かなものにさせるとともに、学習への関心・意欲

・態度を高める。

・日常あまり用いないが、読んだり書いたりするためには欠かせない語や、訓読みの漢字の学習、

言葉の使い分けなどを含めた、常用漢字の読み書きをはじめとした語彙の指導の充実を図る。

・文章への関心を引き出し、文章の理解を確実にするための音読・朗読等の言語活動の充実を図る。

・言葉の変遷や表記の特徴、音韻や文法の特徴など、国語の成り立ちや特質、また、認識・思考・

伝達・創造といった言語が果たす役割などについて学ばせる。
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２ 「確かな学力」を育成する取組の改善・充実

～平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の分析結果を踏まえた指導の改善～

(1) 古典に親しむ態度を育成する指導の改善・充実

今回の調査では、古典を読む能力や古典を読むための知識・技能に課題があることが

明らかになった。また、北海道における平成１８・１９年度学力等実態調査においても、

古典（古文）を読む能力に課題がみられ、さらに質問紙調査では、国語を学習する上で

困っていることとして、「古典を学習する意味がわからない」と回答する生徒の割合が

平成１８年度では３７．１％、平成１９年度では３５．６％に上っている。

古典を読み味わうためには、古典を理解するための基礎的・基本的な知識・技能を身

に付けていなければならないが、従来その指導を重視し過ぎるあまり、多くの古典嫌い

を生んできたことも否めない。そこで、古典の指導に当たっては、古典の原文のみを取

り上げるのではなく、教材等にも工夫を凝らしたり、古典と現代の言葉との関連を意識

させたり、作品を通じて日本文化の価値を理解させたりすることで、古典に親しむ態度

を育成する指導を一層充実する必要がある。

その際には、まず、古典に対する関心・意欲を高めることを重視し、古人のものの見

方、感じ方、考え方に触れ、それを広げたり深めたりする指導を通して、古典を理解す

るための基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせていくことが大切である。

また、小学校及び中学校の学習指導要領や教科書等によって、高等学校入学時までの

古典の指導の実態を踏まえるとともに、高等学校における指導内容の全体を見通した上

で各学年の指導計画を立てることも大切である。

○参考「中学校学習指導要領 国語」
古典の指導については、古典としての古文や漢文を理解する基礎を養い古典に親しむ態度を育てるとと

もに、我が国の文化や伝統について関心を深めるようにすること。その教材としては、古典に関心をもた
せるように書いた文章、易しい文語文や格言・故事成語、親しみやすい古典の文章などを生徒の発達段階
に即して適宜用いるようにすること。なお、指導に当たっては、音読などを通して文章の内容や優れた表
現を味わうことができるようにし、文語における言葉のきまりについては、細部にわたることなく、教材
に即して必要な範囲の指導にとどめること。

（「指導計画の作成と内容の取扱い」の「Ｃ読むこと」に関する指導上の留意事項）

国語総合（古典分野）の年間指導計画における目標の展開の例

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

・繰り返し音読することを通し ・音読を通して、文語体の表現 ・歴史的仮名遣いを理解する。
入 て、文語体のリズムや響きに の特色をとらえる。 ・用言の言い切りの形を理解
門 慣れ親しむ。 ・文章に描かれた人物、情景、 し、古語辞典を使うことがで
期 ・古典と現代の言葉との関連を 心情などを読み取る。 きるようにする。

意識し、古典に慣れ親しむ。

・古典の文章を読み、日本文化 ・文章の内容を叙述に即して的 ・用言の活用を理解する。
展 に対する関心を深める。 確に読み取ったり、表現に即 ・主な助詞や助動詞の意味を理
開 して読み味わったりする。 解する。
期 ・和歌の修辞や訓読のきまりを

理解する。

・古典の文章を読み、ものの見 ・文章の構成を確かめ、書き手 ・敬語の用法の大体について理
完 方、感じ方、考え方を広げた の意図や主張を的確に把握す 解する。
成 り深めたりする。 る。 ・国語の成り立ちや特質につい
期 ・文章を読んで、ものの見方、 て理解する。

感じ方、考え方を広げる。
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(2) 古典に親しむ態度を育成する指導の例

古典の文章に描かれた人物の心情や考え方を読み取り、自分の考え方とを照らし合わ

せながら読み味わうことを通して、古典の大切さを理解し、古典に親しむ態度を育成す

る指導の例を次に示す。

ア 単元における指導と評価の計画の例

単 元 名 古文入門〔読むこと〕
科 目 名 国 語 総 合

教 材 名 「宇治拾遺物語」 絵仏師良秀

単元の目標 (1) 古文を音読したり内容を読み味わったりすることにより、古典に慣れ親しむ態度を身に
付ける。（関心・意欲・態度）

(2) 古文に描かれた人物の心情や考え方を読み取り、自らの考え方と照らし合わせながら読み
味わう。 （読む能力）

(3) 文章を音読するために必要な歴史的仮名遣いや、内容を理解するために必要な語句の意
味などを理解する。（知識・理解）

評価の観点 関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

単 元 の 古文を音読したり内容を読 古文に描かれた人物の心情 ① 文章を音読するために必
み味わったりすることによ や考え方を読み取り、自らの 要な歴史的仮名遣いについ

評 価 規 準 り、進んで古典に親しもうと 考え方と照らし合わせながら て理解している。
している。 読み味わっている。 ② 内容を理解するために必

要な主な語句の意味や用法
を理解している。

配 当 時 間 ４時間

各 時 間 の 指 導 と 評 価 の 計 画

学習活動における
時 各時間の目標 学 習 活 動 評価方法等

具体の評価規準

１ ・本文を音読し、文 ・単元のねらい及び学習内容 「関心・意欲・態度」 ・活動状況の観察
語体のリズム、響 を確認する。 歴史的仮名遣いや地の文と ・学習プリントの
きに慣れ親しむ。 ・登場人物と主人公の状況を 会話文の違いなどを意識して 記述状況及び記

とらえる。 音読しようとしている。 述内容の点検
・文章を読み味わうために必 「知識・理解」①
要な背景を理解する。 歴史的仮名遣いの読み方を
・歴史的仮名遣いの読み方を を理解し、文章を正しく音読
理解し、本文を音読する。 することができる。

２ ・主人公の心情や考 ・文章の展開を、ワークシー 「読む能力」 ・活動状況の観察
え方をとらえる。 トに整理する。 文章に描かれた主人公の言 ・学習プリントの

・主人公の心情や考え方をと 葉や行動から、主人公の心情 記述状況及び記
らえる。 や考え方をとらえている。 述内容の点検

３ ・主人公の行動や考 ・主人公の行動や考え方につ 「関心・意欲・態度」 ・活動状況の観察
え方についての考 いて自らの考えを整理する。 単なる感想にとどまらず、 ・学習プリントの
察を通じて、読み ・主人公の行動や考え方につ 自らの考えを深めようとして 記述状況及び記
を深める。 いてグループ内で話し合う。 いる。 述内容の点検

「読む能力」
【言語活動】 主人公の行動や考え方を、
主人公の在り方につい 自らの考え方と照らし合わせ
て、学習プリントで整理 ながら読みを深めている。
した内容を基に、各自の
考えを話し合う。

・話合いを受けて、自らの考
えを整理する。

４ ・文章全体の内容を ・口語訳を行い、主な語句の 「知識・理解」② ・活動状況の観察
確認し、主な語句 意味や表現の特色を整理す 内容を理解するために必要 ・ノートの記述状
の意味、用法や表 る。 な主な語句の意味や用法を理 況及び記述内容
現の特色を理解す ・芥川龍之介が、古典に取材 解している。 の点検
る。 した小説を数多く書いてい

ることについて調査する。
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イ 各時間の指導と評価の実際

第 １ 時 の 目 標 ・本文を音読し、文語体のリズム、響きに慣れ親しむ。

本時の評価の観点 「関心・意欲・態度」

及 び 評 価 規 準 歴史的仮名遣いや地の文と会話文の違いなどを意識して音読しようとしている。

「知識・理解」①

歴史的仮名遣いの読み方を理解し、文章を正しく音読することができる。

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 実 際

単元のねらい及び ・学習のねらいや流れが分かるよ

学習内容を確認す う簡潔かつ明瞭な説明を行う。

る。

登場人物と主人公 ・全体を把握するために、教師の

の状況をとらえ 範読に続けて音読させる。 本時において、授業時間の前半では、主に、

る。 ・学習プリントを用いて、全体の 生徒が学習内容を理解できているかどうかにつ

内容を大まかに確認させる。（学 いて観察・確認しながら授業を進めていき、後

・登場人物と主人公 習プリント①の一、二） 半では、主に、本時の評価規準に基づいて生徒

の置かれている状 ・内容の把握ができているか、発 の活動状況を観察して評価を行いながら授業を

況を確認しながら 問により確認する。 進めていくことになる。

文章全体のおおま

かな内容を把握す

る。

文章を読み味わう ・副教材等の図版を活用して当時

ために必要な背景 の様子を知ることで、内容に対

を理解する。 する興味・関心を高める。 「関心・意欲・態度」

・歴史的仮名遣いや地の文と会話文の違いなど

・当時の京都の様子 を意識して音読しようとしているかを、生徒

や仏画など、文章 の活動状況の観察と学習プリントの記述内容

を読み味わうため の点検により評価する。

に必要な背景を確

認する。 「知識・理解」①

・歴史的仮名遣いの読み方を理解して文章を音

歴史的仮名遣いの ・歴史的仮名遣いについて、簡潔 読しているかを、生徒の活動状況の観察によ

読み方を理解し、 に説明する。 り評価する。

本文を音読する。 ・学習プリントを用いて、会話主

を確認してから音読させる。（学 【評価Ｃの生徒への指導の手だて】

・表記と読みの違い 習プリント①の三） 歴史的仮名遣いが正しく読めない生徒に対して

など、歴史的仮名 ・次の点に留意して音読するよう は、再度発音のきまりを確認させ、繰り返し読

遣いについて正し 指導する。 む練習をするよう助言する。

く理解し、音読に ①しっかりと声を出し、歴史的

生かす。 仮名遣いを正確に読むこと。 【評価Ｃの生徒への指導の手だて】

②地の文と会話文の区別や、会 地の文と会話文の違いや会話主の違いを意識で

話主の区別を意識して読むこ きない生徒に対しては、学習プリント①の三を

と。 参考に、教科書の会話文に会話主を記入して読

・二人一組にして、お互いに評価 む練習をするよう助言する。

しながら読ませる。
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第 ３ 時 の 目 標 ・主人公の行動や考え方についての考察を通じて、読みを深める。

本時の評価の観点 「関心・意欲・態度」

及 び 評 価 規 準 単なる感想にとどまらず、自らの考えを深めようとしている。

「読む能力」

主人公の行動や考え方を、自らの考え方と照らし合わせながら読みを深めている。

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 実 際

主人公の行動や考 ・主人公の考え方の特徴を踏まえ 「関心・意欲・態度」

え方について自ら て、自分の考えを整理するよう ・主人公の考え方について、単なる感想にとど

の考えを整理す 指導する。 まらず、自分の考えを述べようと意欲的な取

る。 ・学習プリントを用いて自分の考 組がなされているかを、生徒の活動状況を観

えをまとめさせる。（学習プリ 察したり、学習プリントの記述内容を確認す

ント②の一、二） ることにより評価する。

・そのように考えた理由を分かり 【評価Ｃの生徒への指導の手だて】

やすくまとめさせる。 感想しか述べられない生徒に対しては、その感

想を思いついた本文の箇所を指摘させ「○○か

ら、○○と考えた」という説明をさせる。

主人公の行動や考 ・次の点に留意して話合いを行う

え方についてグル よう指導する。 言語活動は、既習の言語能力を用いて本時の

ープ内で話し合 ①発言の際には、単なる感想に 目標を達成するための活動であり、本時の指導

う。 ならないよう、そのように考 事項としていないことから、原則として評価の

えた理由を述べること。 対象とはしない。

【言語活動】 ②グループ内の意見を一つにま ただし、言語活動で用いる言語能力が十分身

主人公の在り方に とめるのではなく、個々の意 に付いていない生徒に対し、本時において継続

ついて、学習プリ 見と理由を大切にすること。 的に指導することはあり得る。また、言語活動

ントで整理した内 ・グループ内の話合いが活発化す を授業に積極的に取り入れることで、既習の言

容を基に、各自の るよう、机間指導を行う。 語能力を一層高めることは重要である。

考えを話し合う。

話合いを受けて、 ・学習プリントを用いて整理させ 「読む能力」

自らの考えを整理 る。（学習プリント②の四） ・主人公の行動や考え方を自らの考え方と照ら

する。 ・次の点に留意して整理するよう し合わせて読みを深めているかを、生徒の活

指導する。 動状況を観察したり、学習プリントの記述内

・話合いを通じて、 ①自他の考えの共通点や相違点 容を確認することにより評価する。

気付いたことや感 等、話合いの成果を生かすこ 【評価Ｃの生徒への指導の手だて】

じたことを踏ま と。 自分の考えがうまく整理できない生徒に対して

え、自分の考えを ②単なる感想にならないよう、 は、主人公の考え方に対する賛否の立場を明ら

整理する。 そのように考えた理由を分か かにさせ、その理由を考えさせる。

りやすく整理すること。
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【参考資料】 （原版は、それぞれＡ４版）

学
習
プ
リ
ン
ト
①

「
絵
仏
師
良
秀
」

○
組

氏
名

□
□
□
□

本
時
の
学
習
と
目
標

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
注
意
し
て
本
文
を
音
読
し
、
古
文
の
リ
ズ
ム
や
響
き
に
慣
れ
親
し
む
と

と
も
に
、
登
場
人
物
や
主
人
公
の
状
況
、
会
話
主
を
お
お
ま
か
に
把
握
す
る
。

一

登
場
人
物

良

秀

人
ど
も

二

良
秀
の
状
況

隣
家
が
火
事
に
な
っ
た
良
秀
は
、
（
①

）
と
（
②

）

を
家
に
残
し
た
ま
ま
一
人
で
逃
げ
、
通
り
の
向
か
い
に
立
ち
、
自
分
の
家
に
火
が
移
る
の
を

（
③

）
な
が
ら
眺
め
て
い
た
。

三

良
秀
と
人
々
の
や
り
と
り
（
会
話
主
の
確
認
）

・
家
が
焼
け
る
の
を
眺
め
て
い
る
良
秀
を
見
て

（

）
が
「
い
か
に
」
と
言
う
。

・
（

）
が
、

「
あ
は
れ
、
し
つ
る
せ
う
と
く
か
な
。
年
ご
ろ
は
、
わ
ろ
く
描
き
け
る
も
の
か
な
」
と
言
う
。

・
（

）
が
、

「
こ
は
い
か
に
、
か
く
て
は
立
ち
た
ま
へ
る
ぞ
。
あ
さ
ま
し
き
こ
と
か
な
。
も
の
の
憑
き
た

ま
へ
る
か
。」
と
言
う
。

・
こ
れ
を
聞
い
た
（

）
は
、

「
な
ん
で
ふ
、
も
の
の
憑
く
べ
き
ぞ
。
〜
物
を
も
惜
し
み
た
ま
へ
。」
と
言
っ
て
あ
ざ
笑
っ
て

立
っ
て
い
た
。

授
業
の
反
省
と
評
価

○
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
注
意
し
て
意
欲
的
に
本
文
の
音
読
に
取
り
組
み
、
古
文
の
リ
ズ
ム
や

響
き
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
か
。

・
自
己
評
価
（

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

）

・
教
師
評
価

（

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

）

○
登
場
人
物
や
主
人
公
の
状
況
、
会
話
主
を
お
お
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

・
自
己
評
価
（

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

）

・
教
師
評
価

（

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

）

※
「
自
己
評
価
」
は
学
習
活
動
で
あ
る
。
評
価
は
、
自
己
評
価

の
記
述
も
対
象
と
し
て
、
目
標
を
設
定
し
た
教
師
が
行
う
。

学
習
プ
リ
ン
ト
②

「
絵
仏
師
良
秀
」

○
組

氏
名

□
□
□
□

本
時
の
学
習
と
目
標

良
秀
の
行
動
や
考
え
方
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
を
通
し

て
、
自
ら
の
読
み
（
＝
考
え
）
を
深
め
る
。

一

良
秀
の
行
動
や
考
え
方
の
特
徴
を
ま
と
め
よ
う
。（
前
時
の
確
認
）

二

良
秀
の
考
え
方
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。

○
自
分
の
考
え

○
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由

三

話
合
い
で
出
さ
れ
た
、
ほ
か
の
人
の
考
え
と
理
由
を
ま
と
め
よ
う
。
（
納
得
で
き
る
点
や
興
味

を
も
っ
た
点
を
中
心
に
ま
と
め
る
）

四

話
合
い
を
踏
ま
え
、
も
う
一
度
良
秀
の
考
え
方
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。

授
業
の
反
省
と
評
価

○
ま
と
め
や
話
合
い
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

・
自
己
評
価
（

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

）

・
教
師
評
価

（

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

）
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読書活動の推進について

読書活動は、全ての教科の基盤となる国語力を育成する上で、有効な活動の一つで

あり、読書習慣を身に付けることは、一生の財産として生きる力となり、楽しみの源

となります。

文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（H16）において

も、国語力を向上させるには、「自ら本に手を伸ばす子供を育てる」ことが何よりも

大切であり、読書活動については、国語科だけでなく、すべての教科にわたって全校

を挙げて取り組むものとして、学校教育の中に明確に位置付けられることが必要であ

るとしています。

道教委では、「新たな高校教育に関する指針」において、読書活動の充実を図る方

策について検討することとしています。また、現在、平成15年度に策定した「北海

道子どもの読書活動推進計画」の改定作業を行っており、本年度内に平成20年度以

降の計画を策定する予定です。

各学校における実践例 Ｂ高等学校

○図書館講座の開催

Ａ高等学校 ・「活字を動かす表現者たち」、「絵・

○各種発行物等による啓発活動の実施 本・物語」、「ひと・地域をつなぐ

・目的別に５種類の館報の発行 力」、「こどもの生活 ほんとの時間」

・「Ａ高生に勧める本」（担任篇・副担 の４つのテーマについて、作家、版

任篇）の発行 画家をはじめ、出版、雑誌、書店、

・館内テーマ展示、学校祭特別展示な メディアの関係者などの外部講師を

どによる書籍の紹介 招聘し、９回の講座を開催

○読書活動の推進 ○書店における校外展示の実施

・校長、教頭、分掌主任、教科担任、 ・札幌市内の書店において、生徒が推

生徒等による「読書週間ブックトー 薦した書籍をテーマ展示

ク」の実施

・読書推進キャンペーン「読書を楽し

もう」の取組（各学級図書委員によ Ｃ高等学校

る「勧める本」の紹介、ポスターの ○司書教諭だよりの発行

作成など） ・司書教諭の役割や各教科における図

・学級文庫への支援（図書館図書の貸 書館活動の紹介など、教職員向けの

し出し） 啓発活動の推進

○教科等への支援 ○読書週間における読書活動の推進

・１学年…宿泊研修における「図書オ ・ＬＨＲにおける読書活動の支援

リエンテーション」の実施（図書館 ○多彩な図書館活動の実施

利用案内、読書指導等） ・進路学習のための本の紹介

・教科関連図書展示コーナーの設置 ・新刊書の紹介など、図書館内のレイ

・パスファインダーの作成 アウトの工夫
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